　　　　　　　　　　　２０１３年度第一回中映協セミナーを終えて
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＢＣクリエイション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務取締役　大庭卓也
今年度１回目の中映協セミナー（在名プロダクションの勉強会）は、去る１１月２１日、中部日本放送の協力により、１部パネルディスカッション「制作現場とコンプライアンスの悩ましい関係」、２部ＣＢＣ放送センターＢスタジオ、Ｂサブ見学会を実施、約６０名が参加し熱心に取り組みました。
１部のパネルディスカッションは中映協セミナーとしては初の取り組みでした。幹事を引き受けて当初考えたのは、東京キー局のワイド生番組を請け負っているプロダクションのＰを招聘して講義してもらおうか、またBPOで取り上げられた事案をテーマに話し合おうか、などと考えたのですが、やはり地元の制作者たちが日々の番組制作の中で何を悩み、どう解決しているのかを参加者とともに考えたほうが、絶対に身になるとセミナー委員会でも結論付けました。今回局系プロダクションの皆様には日々忙しいＰやＤをパネラーとして出席いただくというご無理を快くお引き受けいただきました。テーマも先に記したように、大上段に構えるのではなく、あくまでも日頃の制作現場の話として展開していただくよう設定しました。コーディネーターを引き受けてくれたＣＢＣ考査部の和田弘志部長と、基調講演をお願いしたＣＢＣ報道・制作センター高木和義局次長とも事前に内容、進行を調整、パネラーの皆さんには、平場での話し合いとはいえ難しい問題なので、前もってテーマとなりそうな事柄は進行台本とともに送っておき、おさらいをしていただきました。
　２時間以上に渡る討論では、最後に質疑応答時間を設けるのではなく、話し合われている話題ごとに参加者から質問・自社のケースなどの発表の場を作り随時討論に参加いただき、討論の活発化を試みました。結局、BPO事案や番組・CM考査、視聴者センター対応に詳しい和田部長の上手いコーディネートもあり、議論はかなり活発に行われたと感じました。
私自身、ハッとするような会場からの発言や、パネラーの言葉もあり、やはりやってよかった、と思いました。参加者からのアンケートでもおおむね好評でしたが、「難しい問題なので入り口論で終始した」、とか「深みに欠けた」などのご批判もありました。また「この問題は今回で終わることなく回を重ねることで理解が深まる」、という貴重なご指摘もありました。
（トイレ休憩を取らなかったのは当方のミスでした・・・）
２部ではCBC制作技術部員の応援を得て、「ゴゴスマ」や「花咲かタイムズ」など生情報系番組を制作している放送センターBサブ、Bスタを見学しました。オートフォーカスカメラや、スタジオでタブレットを操作することにより照明をコントロールする最新装置などが関心を呼んでいたようです。
午後3時から5時半までみっちり勉強が出来たのではないでしょうか。こうしてこのエリアの制作者（演出・技術を含め）スキルや放送倫理観が向上すれば、名古屋のテレビ番組の質はきっと向上していくことでしょう。中映協としてはこうしたセミナーを繰り返すことにより、スタッフの力量を上げ番組の質、取材の質の向上に役立てていく方針です。今回のセミナーがご参加くださった皆様のこれからのご活躍の一助となれば幸いです。お疲れ様でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上。
